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イタチが原因の高圧停電事故が発生!!
弘前事業所 木下 直哉

キュービクル内の高圧交流負荷開閉器（ＬＢＳ）
の充電部にイタチが接触し高圧停電事故になった事
例を紹介します。

〔状況〕
今年１月中旬の14時30分頃、お客さまから「建物

内が全て停電しているので点検してほしい」と事業
所に電話連絡がありました。また、東北電力から「配
電線事故で出動していた当社社員からの情報で、当
該お客さまの引込柱上の高圧気中開閉器（ＰＡＳ）が
開放（切）している」との連絡をいただき、同僚１
名とともに現地に急行しました。

〔調査〕
約30分後に到着し、引込柱上の高圧気中開閉器が

開放となっていることを目視確認しました。また、
高圧気中開閉器に付属している地絡継電器に「過電
流事故」を示す表示があり、お客さま構内の高圧停
電事故であることを確認しました。

高圧受電設備に異常がないかを調査した結果、
キュービクル内の変圧器上部にイタチが横たわって
いるのを発見しました。また、高圧交流負荷開閉器
にアーク痕が認められたほか、付属している高圧限
流ヒューズ２本が溶断し、当該高圧交流負荷開閉器
が自動開放となっていました。

〔原因〕
キュービクル本体は20年以上経過しており、錆び

て穴が開いていた扉の一部は板金補修されていたも
のの、ボルト固定された扉内部の鉄板下部に小さな
穴が開いていたため、その穴からイタチがキュービ
クル内に侵入し、高圧交流負荷開閉器の充電部に接
触しショートしたことが原因と判明しました。

〔復旧〕
変圧器上部に横たわっていたイタチを取り除き、

高圧交流負荷開閉器及び高圧限流ヒューズを、工事会
社から取り寄せした新しいものに全て交換しました。

また、イタチが侵入した小さな穴は、木材により
塞ぎ応急措置を施しました。

その他高圧機器の外観点検及び高圧絶縁抵抗測定
にて測定値に異常がないことを確認し、東北電力に
連絡のうえ引込柱上の高圧気中開閉器を投入し、到
着から約５時間30分後に復旧しました。

〔お客さまの声〕
お客さまより「辺りが暗く寒い中で、不具合機器

を手配、交換し、電気を復旧していただきありがと
うございました」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
　今回の事例は、キュービクル内にイタチが侵入し
高圧停電事故に至ったものですが、当該キュービク
ルの小さな穴は、ボルトで固定された扉を外さなけ
れば見えない場所にあり、月次点検時の目視点検で
は発見できなかったものです。停電年次点検では停
電時間を多くとり、普段確認できない箇所は特に念
入りに点検し、不具合箇所の発見、改修促進により
事故の未然防止に努めてまいります。

扉を外し下から見たところ
（小さな穴が開いている）

高圧交流負荷開閉器の充電部に接触したイタチ

高圧交流負荷開閉器 開放
（アーク痕、煤あり）




